
お茶の水地理 (AnnalsofOchanomizuGeographicalSociety),vol.44,2003

2002年度修士論文要旨

｢不可触民｣女性の ｢語り｣を考える
- ライフヒス トリーの有効性とその問題点-
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開発 ･ジェンダー論コース

筆者は2000年 10月に南インド,ケララ州の一

地域で,一人の ｢不可触民｣女性のライフヒス ト

リーの聞き取 りを行ってきた｡ 調査当初の私は,

ライフヒス トリーを聞き取るという作業は,その

人 (語 り手)の人生 (life)を記録する作業であ

ると思っていた｡しかし,シイバと向かい合って

｢語 り｣を聞き,それを編集 し,記述するという

作業をおこなっていくうちに,このような過程を

経て作成されたライフヒス トリーは,対象者 (請

り手)の人生 (life)の記録 とは異なる ｢別のス

トーリー｣なのではないかと考えるようになった｡

以上のような問題意識から,本論文では,ライ

フヒス トリーを聞き取 り,それを記述 し,分析す

ることの意味を考える｡

本論文の第-章では,ライフヒス トリーが手法

としてどう利用されてきたのかについて触れた後,

ライフヒス トリー研究において,ライフヒス トリ

ーの ｢聞き取 り｣｢記述｣｢分析 ･解釈｣がどのよ

うに行われているのかを考察する｡ これらの三つ

の作業は実際には独立して存在するものではなく,

相互に密接に関係 しているものであるが,このよ

うに便宜的に分けて考えることによって,私がラ

イフヒス トリーを作成し,分析 ･解釈するまでの

過程を相対化することが可能になると考えられる｡

この章での考察により,テクス ト化 された語 り

(ライフヒス トリー)が示すものは,語 り手の人

生そのものではなく,語 り手個人の ｢部分的真実｣

(クリフォー ド)を示すものとして考えられるの

ではないか,という筆者の見解が示される｡

第二章では,筆者の見解を具体的に述べるため

に,テクス ト化された語 りが収められている 『私

の名はリゴベルタ ･メンテュウ』をめぐる論争を

取 り上げる｡ この章で筆者は,ライフヒス トリー

が示す ｢部分的真実｣ とは,｢語 り手が置かれて

いる現実｣を垣間見られる瞬間を与えてくれるも

のである,と説明している｡ そしてそのような意

味を持っているライフヒス トリーを｢事実か否か｣

という基準で分析 ･解釈するのではなく,｢なぜ

語 り手はそう語らなければならなかったのか｣と

いう問題設定のもとで分析 ･解釈を行うことの重
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要性を述べている｡

第三章では,これまでの考察を踏まえ,シイバ

によって語られたス トーリーをもとにライフヒス

トリーを作成 し,それを分析 ･解釈することを実

践 している｡ ここでは ｢不可触民｣としてシイバ

を取 り上げるのではなく,シイバという個人に注

目することを明示している｡ シイバのライフヒス

トリーからは,自分が置かれている一 つの現実

(娼婦のレッテルが貼 られているという現実)の

中で,様々な言説を作動させているシイバの姿が

うかがえた｡

最終章では,なぜ私がライフヒス トリーを語 り

手の人生の記録とは異なる ｢別のス トーリー｣と

考えるようになったのかについて整理 している｡

そこから導かれたことは,私という聞き手がシイ

バの語 りをどのような問題関心のもとで聞き取っ

たのかを明示することの重要性であった｡語られ

たス トーリーは,聞き手である ｢私｣の問いかけ

にシイバが応 じたからこそ構築されたものであり,

また,この作業は,｢シイバ と私｣ という個々人

の間だけで完結 しているものではなく,両者がお

のおのに置かれている社会的,歴史的コンテクス

トによって取 り込まれたものであった｡

以上で述べたことを踏まえ,本研究を通 して明

らかになったライフヒス トリーの有効性 として,

ライフヒス トリーは,｢語 り手が置かれている現

実｣を垣間見られる瞬間を提示 してくれる,とい

う点を挙げている｡ インタビューの場で聞き取ら

れ,記述されたライフヒス トリーは,語 り手の人

坐 (life)の記録 とは異なる ｢別のス トーリー｣

であることは上記で示された｡しかしこのことは,

ライフヒス トリーが語 り手の人生とはまったく無

関係であることを示しているのではない｡なぜな

ら語 り手は ｢自分が置かれている現実｣において,

ス トーリーを語る｡ そのためス トーリーにはその

｢現実｣が反映されているのである｡

また,ライフヒス トリーの問題点には,個人の

ライフヒス トリーを記述するという作業がその人

のイメージ形成にも繋がるという点を挙げ,これ

を残された課題として提示 している｡
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